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午前九時〇〇分開議 

○議長（鈴川基次君） おはようございます。ただいまの出席議員数は１０人です。定足

数に達していますので、これから本日の会議を開きます。 

 本日の日程は、お手元に配付のとおりです。 

 日程第１ 認定第２号 平成２６年度美浜町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定に

ついてを議題とします。 

 本件について細部説明を求めます。総務政策課長。 

○総務政策課長（福島教君） おはようございます。 

 認定第２号 平成２６年度美浜町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定についてご説

明申し上げます。 

 特別会計につきましては、円単位でご説明いたします。 

 平成２６年度国民健康保険特別会計の規模は、歳入総額１１億１０，９０７，７８７

円、歳出総額１０億６３，９１３，２５６円で、歳入から歳出を引きました差引額は

４６，９９４，５３１円で、これが実質収支額でございます。 

 １ページ、２ページの歳入の状況につきましては、歳入の予算額は１１億１，３５２千

円、歳入額は１１億１０，９０７，７８７円で、予算に対する収入割合は１００．８７％

となってございます。調定額１１億４８，６３９，９７４円に対する収入割合は９６．７２％

でございます。 

 次に、３ページから６ページの歳出の状況につきましては、歳出総額１０億

６３，９１３，２５６円で、歳出予算額１１億１，３５２千円に対して９６．６０％の執

行率でございます。 

 ７ページ、８ページの国民健康保険税の歳入額は２億１０，１４３，８０１円で、前年度

と比較いたしまして４，９８４，８５８円の増加で、調定額２億４７，８７５，９８８円に

対する徴収率は８４．７８％でございます。内訳は、現年課税分９５．７２％、滞納繰越分

１５．９２％でございます。なお、２６年度の不納欠損額として､１４件１，２０１，７００

円を処分してございます。 

 また、現年課税分、滞納繰越分の徴収率につきましては、別冊の平成２６年度特別会計

決算の概要の１ページの２の歳入の状況、（１）国民健康保険税の欄に医療給付費分、後

期高齢者支援金分、介護納付金分に区分して記載してございますので、ご参照ください。 

 ９ページ、１０ページの使用料及び手数料は１１５，３５６円でございます。 

 国庫支出金は２億６６，１３７，５２６円でございます。療養給付費等負担金、１１ペ

ージ、１２ページの高額医療費共同事業負担金及び特定健康診査等負担金などがあります。

うち、国庫補助金は６２，５３２千円でございます。 

 療養給付費等交付金は５８，３６２，２１７円で、これは退職者医療に係るものでござ

います。 

 １３ページ、１４ページの前期高齢者交付金は２億６４，５６７，２３３円で、対象は
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６５歳から７４歳までとなってございます。 

 県支出金は５７，０７４，９４４円でございます。 

 １５ページ、１６ページ、共同事業交付金は１億２９，３００，５６６円で、高額医療

費共同事業交付金は医療費８００千円を超えるものに対して、また保険財政共同安定化事

業交付金は医療費３００千円以上８００千円未満に対して交付対象になります。財産収入

は８２，７９７円でございます。 

 一般会計繰入金は７７，１４４，６０５円で、前年度と比較して６，０５１，１５１円

の増加でございます。 

 １７ページ、１８ページ、基金繰入金２１，６７６千円を含めて、繰入金は９８，８２０，６０５

円でございます。繰越金は２４，３０９，５２２円で、前年度と比較して３，９，５００，８００

円の減少でございます。 

 １９ページ、２０ページ、諸収入は１，９９３，２２０円で、前年度と比較して

２，７０９，０４３円の減少でございます。 

 次に、歳出の状況についてでございますが、２３ページ、２４ページ、総務費の歳出額

は１６，６５８，０８６円で、職員２名分の人件費、賦課徴収に係る費用、国保運営協議

会費などが含まれてございます。 

 ２５ページ、２６ページ、保険給付費は７億４８，８１５，５４８円で、歳出に占める

割合は７０．３８％になります。 

 ３１ページ、３２ページ、後期高齢者支援金などは１億２１，８１８，８１９円。 

 ３３ページ、３４ページ、前期高齢者納付金等は９２，９６９円、老人保健拠出金は

５，０２２円でございます。 

 ３５ページ、３６ページ、介護納付金は５４，９４０，５１６円、対象年齢は４０歳か

ら６４歳まででございます。共同事業拠出金は１億１４，８７２，５３０円でございます。 

 ３７ページ、３８ページ、保健事業費は５，９０５，９１６円。 

 ３９ページ、４０ページ、諸支出金は７２１，０５３円で、前年度と比較して

２８，３７６，２４８円の減少でございます。要因といたしましては、過年度療養給付費

等負担金などの償還金が減少したためでございます。 

 ４１ページ、４２ページ、基金積立金は８２，７９７円でございます。なお、基金残高

は１５，５５３，２９５円でございます。 

 以上で細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（鈴川基次君） これから質疑を行います。田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 後にしようと思って、最後にしようと思てんけれども、ちょっと

というのは、この決算のことで聞くんが正しいんかどうかという、ちょっと聞くん忘れて

あったんで、ごめんなさい。 

 ２７年度で１２億何千万円ですよね、総額が。それで、ところがこの決算は１０億円で

すよね。それで、ちょっと２億円、今年、ぽんと上がっている。それで、過去をずっと振
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り返ってみたら、ここ何年か、１１億円という当初予算があったんですけれども、ほとん

ど今の今年の決算で１０億円ぐらいで推移しているんです。そこで、ここで聞くんおかし

いというのは、今年のこと、ここで聞くんも、ちょっとおかしいかなと思うんでおかしい

と言うてるんですけれども、今年その１０億円で推移してきたんが、いきなり１２億何千

万円ということにぽんと上がった理由というのはどこら辺にあるんですかね。 

○議長（鈴川基次君） 福祉保険課長。 

○福祉保険課長（野田佳秀君） はい、お答えします。 

 ２７年度の当初予算の比較でいきますと、保険給付費で３５，０００千円ほど、それと

共同事業拠出金で１億４０，０００千円ほど増となってございます。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 拠出金が１億４０，０００千円増えたというのが、大きな要因と

いう理解でいいんですか。ということは、簡単に言えば、国民健康保険そのものの、その

使う人が増えたと、そう単純に、ちょっといきなり２億円も増えるんかなって、ちょっと

ようついていかんところあるんやけれども、私の素人な疑問にお答えください。 

○議長（鈴川基次君） 福祉保険課長。 

○福祉保険課長（野田佳秀君） 共同安定化事業のことで、制度改正がありまして、１円

化の関係がございます。全てのレセプトに対して１円からということになったことによる

増でございます。 

○議長（鈴川基次君） もうちょっと詳しく言うてくれるか、はい。福祉保険課主幹。 

○福祉保険課主幹（若野百合子君） 田渕議員にお答えします。 

 今、先ほど課長が申し上げたのと、ちょっと関連なんですけれども、共同安定化事業拠

出金という歳出の項目がございます。そこは、今までは保険財政共同安定化事業拠出金と

いうのが、３００千円以上８００千円未満のレセプトに対してということであったんです

けれども、今年度から、１円、全てのレセプトに対してということになりますので、今ま

での１億１０，０００千円ぐらいのが、約２．７倍の拠出金になります。それと同時に、

共同事業交付金というのも、出が増えるかわりに入も増えるということで、約２億円ぐら

いの増になっております。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） はい、理解できました。 

 確かに、この保険財政共同安定化事業というのが１億円ちょっとだった、１億３，０００

千円ほどだったんが、２億５０，０００千円ほどに急に増えている。ここが、ずっと１億

円そこそこ。ということは、最後にお伺いしたいんですけれども、これは一時的なもんじ

ゃなしに、何を言いたいかと申しますと、私が初めて議員にならしてもらった頃は、たし

か介護保険もまだここへひっついて、それで合わして１０億円というようなことで、介護
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保険を離れて６億円ぐらいだったような記憶があるんです。それが、どんどん大きくなっ

てきて、もう１０億円になり、それが一気にこう１２億円に増えた。ここから先、この国

保というのが、どんなに大きくなっていくんかなという不安というか、大変や。というこ

とは、今まで、今年の決算で１０億円台というのがずっと横並びにきたと、ほんで今年の

当初予算で１２億円になったと。ということは、ここから先も１２億円ぐらいの規模の国

民健康保険という規模が続いていくんですか。それとも、一時的にこの拠出金を出したん

で、次からは、また１０億円ぐらいのベースに下がるんですか。そこら辺は、やっぱり１

２億円というような、続いていくという概念でいいんでしょうね。 

○議長（鈴川基次君） 福祉保険課長。 

○福祉保険課長（野田佳秀君） はい、お答えいたします。 

 予算規模についてなんですが、平成３０年からは県の広域化になります。それまでの間

については、ただいまの予算規模で推移すると思われます。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） ほかに質疑ありませんか。 

○議員 「ありません」 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

○議員 「ありません」 

 これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は、挙手によって行います。 

 この決算を認定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（鈴川基次君） 挙手多数です。したがって、認定第２号 平成２６年度美浜町国

民健康保険特別会計歳入歳出決算認定については認定することに決定しました。 

 日程第２ 認定第３号 平成２６年度美浜町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認

定についてを議題とします。 

 本件について細部説明を求めます。総務政策課長。 

○総務政策課長（福島教君） 認定第３号 平成２６年度美浜町農業集落排水事業特別会

計歳入歳出決算認定についてご説明申し上げます。 

 平成２６年度農業集落排水事業特別会計の規模は、歳入総額２億１６，８５９，１１０

円で、前年度１億１，０６５，０１５円と比較いたしまして１億１５，７９４，０９５円、

率にいたしまして１１４．５７％の増加でございます。 

 歳出総額は２億１４，８５９，１１０円で、前年度１億１，０６０，５１５円と比較い

たしまして１億１３，７９４，０９５円、率にいたしまして１１２．５９％の増加でござ

います。差引額が２，０００千円となり、翌年度へ繰り越すべき財源２，０００千円を差

し引いた実質収支額はゼロ円でございます。 
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 歳入の状況につきましては、１ページ、２ページ、歳入の予算額は２億２７，９２７千

円、収入済額は２億１６，８５９，１１０円で、予算に対する収入割合は９５．１４％で

ございます。調定額２億２４，２１４，３９８円に対する収入割合は９６．７２％でござ

います。 

 ５ページ、６ページの分担金及び負担金の歳入額は１，４３１千円で、前年度と比較い

たしまして１，９７９千円の減額でございます。内訳は、和田地区加入分担金１，１１３

千円、入山・上田井地区加入分担金３１８千円でございます。 

 使用料及び手数料の歳入額は４５，９４６，３５９円で、前年度と比較いたしまして

１，２６８，９２５円の増額でございます。収入未済額は３５５，２８８円で、９９．２３％

の徴収率でございます。 

 国庫支出金の歳入額は、和田地区汚水処理施設（機能強化対策）事業に対する農山漁村

地域整備交付金６９，０００千円で、前年度と比較いたしまして５３，４００千円の増額

でございます。収入未済額３，５００千円は明許繰越分でございます。 

 ７ページ、８ページの県支出金の歳入額は、農林漁業集落排水事業元利償還金助成交付

金３，１２０千円で、皆増でございます。 

 繰入金の歳入額は３０，５１２，６５４円で、前年度と比較いたしまして８，７３８，１２６

円の増額でございます。 

 繰越金の歳入額は、前年度と同様にゼロ円でございます。 

 諸収入の歳入額は３４５，６１６円で、内訳は、預金利子２，７１６円と前年度にはな

かった消費税及び地方消費税還付金３４２，９００円でございます。前年度と比較いたし

まして３４２，５６３円の増額でございます。 

 町債の歳入額は、和田地区汚水処理施設（機能強化対策）事業に対する農山漁村地域整

備事業の下水道債６６，５００千円で、前年度と比較いたしまして５０，９００千円の増

額でございます。収入未済額３，５００千円は明許繰越分でございます。 

 ９ページ、１０ページの財産収入の歳入額は、今年度農林漁業集落排水事業元利償還金

助成交付金を農業集落排水基金として積み立てた利子積立金３，４８１円で、皆増でござ

います。 

 次に、歳出の状況につきましては、一旦、３ページ、４ページに戻っていただきま

して、歳出総額は２億１４，８５９，１１０円で、前年度と比較いたしまして１億

１３，７９４，０９５円、率にいたしまして１１２．５９％の増加でございます。歳出予

算額２億２７，９２７千円に対して９４．２７％の執行率でございます。 

 もう一度、１１ページ、１２ページへ戻っていただきまして、総務費の歳出額は

４０，３９５，２４０円で、既存の和田処理区、入山・上田井処理区の管理運営費などで

ございます。前年度と比較いたしまして２，６２１，０７３円の増額でございます。 

 １３ページ、１４ページの建設費の歳出額は１億３９，０８４，４４０円で、内訳は、

施工監理委託費５，０００千円、借地料３９０千円、補助工事、単独工事合わせて１億
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３３，６９４，４４０円でございます。前年度と比較いたしまして１億７，８６７，９４０

円の増額でございます。また、明許繰越分といたしまして９，０００千円でございます。 

 公債費の歳出額は３２，２５５，９４９円で、内訳は、元金償還金２４，６２６，４５８

円と利子償還金７，６２９，４９１円でございます。前年度と比較いたしまして１８１，６０１

円の増額でございます。 

 基金積立金の歳出額は３，１２３，４８１円の皆増で、内訳は、基金積立金３，１２０

千円と利子積立金３，４８１円でございます。 

 なお、別冊の平成２６年度特別会計決算の概要の１１ページ、１２ページに、和田処理

区及び入山・上田井処理区の管理費及び公債費の明細を添付してございますので、あわせ

てごらんください。 

 以上で細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（鈴川基次君） これから質疑を行います。田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 近年、農業集落排水だけじゃなしに、この下水道関係というか、

国庫のほうの蓄えが少なくなってきたのか、非常にお金が出にくくなってくる中で、公共

下水、この農業集落排水事業とも、ここは堅実に事業をこなしているなという印象を、私

は持っております。しかし、この農業集落排水に関しては、もう新しくするというよりも、

完成した形に、和田は開始はしましたけれども、その中で何を言いたいのかと申しますと、

やっぱり水道事業と同じように、技術的な専門家という者が、物すごく要求されてくるだ

んだん課になってくるんかなという、工事が終わって管理したら余計にそう思います。 

 そこら辺ですけれども、現在、その課の中へ新しい職員の方が配属されて、それをいわ

ゆるプロというか、技術屋に育てるというようなときに、どっかで研修を受けるとか、先

輩が後輩に教えるとかというような、そういう専門家を育てる仕組みというのは、そこら

辺は行き届いているんでしょうか。もし、そこら辺で、もし課の方でもう非常に苦労して

いるというんだったら、ここはここで、この機会に話してもろうて、町長、ここら辺の配

慮をお願いしますということも、我々からも、きちんと指摘していくおくべきだと思いま

すので、そこら辺について、ちょっと課長に忌憚のないご意見をお聞かせください。 

○議長（鈴川基次君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（太田康之君） お答えします。 

 うちのほうの課で、技術職というような形で育てていくのは必要と考えております。そ

れで、経験年数にもよってくるんですが、年数を迎えると、とある機関へ研修へ行って、

その技術の資格を取ってもらうというようなことを、今のところを考えております。 

 それと、今現在におきましても、上下水道課の職員４名で回っておる状況でありまして、

そのうちの何人かには、必ず取ってもらいたいと、僕は願っております。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 基本的には理解します。 
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 課長の何か感じとしてみたら、もうちょっと余裕あって、新人をどんどん研修に行かし

たいな、試験取ってこい、試験に合格せえよ、合格せえよと押しつけるだけじゃなしに、

研修費のようなものというのは、やっぱり足りているんかなというんか、そこら辺、いか

がなもんですか。 

○議長（鈴川基次君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（太田康之君） その都度というんですか、当然、経験年数に達したとき、

それに達するだろうというときに、旅費と予算等を取っていただき、しようと思っており

ます。それで、今現在、まだそこへ到達していないんで、予算等はないんですが、そのと

きになれば、予算等を確保したいと思っております。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 髙野議員。 

○７番（髙野正君） ちょっと、聞きにくいことなんやけれども、農業集落排水事業にお

いて、合併槽との、個々に、個別にちゃんと把握できているんかどうかということをお尋

ねします。というのも、先だってちょっとある方から苦情を言われたんですが、農集やっ

てんのに、水質検査云々というお手紙をいただきましたと。そういうところへ水質検査す

るんやて、一体何をするつもりなんやったんかなって聞かれるから、はあ、とか言うて、

結局、役場に電話したら間違いだと、そういうことがあり得るのか、得ないのか、実際あ

り得るとすれば、どこが加入してくれて、どこが加入してくれてないよというのが把握で

きていないんと違うかな、今の現状ではという、また不思議な疑問点が湧いていましたの

でお尋ねします。 

○議長（鈴川基次君） 上下水道課主幹。 

○上下水道課主幹産業建設課兼務（大星好史君） 髙野議員の質問にお答えします。 

 農業集落排水に接続しておるのに、個人の浄化槽の水質を検査、お願いしますという役

場からの文書ということでございます。 

 農業集落排水事業につきましては、加入者、あとは接続者、当然、申請も必要とされま

すので、全て把握しております。それで、多分、今言われている方は、以前、浄化槽を据

えられていた方かと思うのですけれども、浄化槽の切り替え、そのときに浄化槽の廃止届

というのを、もしかすれば出してない可能性というのがあると思います。それで、浄化槽

台帳の中から、これ町で管理しているわけではございませんけれども、そこから削除され

てない可能性があります。ただ、そのリストをもらって水質検査をお願いします、１１条

検査の水質検査やと思いますけれども、お願いしますというふうに送らせてもらったのは、

上下水道課から送らせてもらったというふうに認識しております。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 髙野議員。 

○７番（髙野正君） てことは、個人で、その取り消し手続がされてなかったかというこ

とですね。もし、していても間違いで送ったということはないんですよね。その辺をはっ
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きりとお答えください。 

○議長（鈴川基次君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（太田康之君） 当然、うちのほうの間違いということも考えられます。

ただ、その件に関しまして、もしその方をご存じであれば教えていただきたく思います。

一度、調査してみたいと思います。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 髙野議員。 

○７番（髙野正君） 上下水道課の手違いであって１通だけ行ったと、たった１通でした

ら、郵券料８２円ですか、で済むかもわかりませんが、最近そういったことが非常に目立

ちます。ほかの課長さんも、素知らぬ顔をしているけれど、あるんですよ、せっかくお手

紙送って、次また送らないかんようなこと。例えば、前のアンケートが間違いであって、

ここ訂正してくださいと、１，０００通以上の郵便物を送って、間違いであったと、役場

って何と金持ちやなということになります。ここで言うことと違うと思いますが、結局そ

ういうことになるんで、ちょっとした苦情が大きくなっていくんですよ、反対に。だから、

十分、皆さんも気をつけていただきたいなと思うことが、そういうことをはっきり確認し

て出す。例えば、本当に、保険証１個でも、送り先と違う保険証が中に入っていたりとい

うてなことがあったりも、いろんなことがあったりも、どことも間違いはあるんですよ。

あるんですけれども、極力、最小限に、その郵便物を送るときはしていただきたいなとい

うので、一つこういう、上下水道課長、気の毒なんやけれど、たまたまここで出たんで、

あなたところの責任ですよということになるかもわかりませんが、皆さんも気をつけてい

ただきたいと、それだけでございます。ありがとうございます。 

○議長（鈴川基次君） もう、答弁いいですか。 

○７番（髙野正君） はい。 

○議長（鈴川基次君） 田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 過去の議会の中で、町長より、これ公共下水道も含めてなんです

けれども、農業集落排水、また公共下水道の料金の平準化ということを、平成３０年に行

うという約束は町長からいただいておるんですけれども、しかし３０年になってから、こ

れから取り組むんや、それじゃ、困ります、３０年度にといただいておる以上。 

 そこでですけれども、こんだけ差があるんで、段階的に行っていくんやとか、３０年に

なったから、いきなりぱんと、そんなん言うてたら、これもめますよ。当然、課長ご理解

している、これは課長の責任というよりも、町長部局の働きがなかったら、ここで平準化

だって言われたら、もう課長はそうせざるを得ませんしね。何を言いたいかというと、

３０年に平準化する、前準備というのは必要だと思うんです。そこら辺について、それを

課長に聞くのが正しいのか、町長にお伺いするのが正しいんか、ちょっと私はわかりかね

ますけれども、少なくとも３０年にしますよって、どういう方法でやるんかというような

話は、もうそろそろ思惑の中に入れて、計画をしていかなければ、３０年になったんで、
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さあ、今から始めますよというような、世間で言う眠たい話は聞きたくございません。そ

こら辺のことについて、どういうお心づもりをしておられるんか、それは課長なんか、町

長なんか、わかりませんけれども、適当な方にお答え願いたいと思います。よろしくお願

いします。 

○議長（鈴川基次君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（太田康之君） お答えします。 

 私ども、３０年ということで考えておるんですが、それまでに公共下水道の関係が、こ

の２７年、２８年度にかけて終わろうかと思います。その後、加入率、接続率の関係を見

て判断していくということで考えておるんです。それで、そうなると、平成２８年、ある

いは２９年、この時点では必ず考えていかなければならないと思っております。それで、

ただ、私どもで物すごう不安なところは、農集は一番安く、公共が２番目で、その次に農

集やと。和田の集落排水は一番安くて、下水は２番目で、上田井のほうが３番目というこ

とで、その農集を基本とすると、基本料でいくと、大体、公共下水道は１．１倍ほどだっ

たと、ちょっと手元に資料がないんですが、ほいで和田と上田井と比べると、約４割以上

の差が開いておったというような状況です。それを、一気に近づけるというような、議員

のおっしゃるとおり、なかなか難しい部分もあるんですが、その辺についても、まだ今の

ところは手探り状態で考えておらないのが実情でございます。その辺も見据えて、考えて

いきたいと思います。 

 以上です。 

○９番（田渕勝平君） ちょっと、質問というよりも、公共下水のほうが聞きたいので、

公共下水のところで、今の話、ちょっと先、話してもらいたいと。ここは、もうこれで結

構です。 

○議長（鈴川基次君） はい。 

 ほかに質疑ありませんか。 

○議員 「ありません」 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

○議員 「ありません」 

 これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は、挙手によって行います。 

 この決算を認定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（鈴川基次君） 挙手多数です。したがって、認定第３号 平成２６年度美浜町農

業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定については認定することに決定しました。 

 日程第３ 認定第４号 平成２６年度美浜町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定

についてを議題とします。 
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 本件について細部説明を求めます。総務政策課長。 

○総務政策課長（福島教君） 認定第４号 平成２６年度美浜町公共下水道事業特別会計

歳入歳出決算認定についてご説明申し上げます。 

 平成２６年度公共下水道事業特別会計の規模は、歳入総額が２億５８，０２５，２４３

円、前年度２億４８，１４３，４５７円と比較いたしまして９，８８１，７８６円、率に

いたしまして３．９８％の増加でございます。 

 歳出総額は２億５０，７２５，２４３円、前年度２億４７，５４３，４５７円と比較い

たしまして３，１８１，７８６円、率にいたしまして１．２９％の増加でございます。歳

入歳出の差引額が７，３００千円となり、翌年度へ繰り越すべき財源額７，３００千円を

差し引いた実質収支額はゼロ円でございます。 

 収入の状況につきましては、１ページ、２ページの歳入の予算額は３億３６，２１９千

円、収入済額は２億５８，０２５，２４３円で､予算に対する収入割合は７６．７４％で

ございます。調定額３億２９，３７２，３９８円に対する割合は７８．３４％でございま

す。 

 ５ページ、６ページの分担金及び負担金の歳入額は３，３５５，５００円で、前年度と

比較いたしまして１４２千円、率にいたしまして４．０６％の減少でございます。 

 使用料及び手数料の歳入額は４２，９９３，４１４円で、前年度と比較いたしまして

３，０２６，９９０円の増額でございます。その要因は、供用開始戸数の増によるもので

ございます。 

 ５ページから８ページにかけての国庫支出金の歳入額は４３，５００千円で、前年度と

比較いたしまして４，０００千円の増額でございます。収入未済額３３，０００千円は明

許繰越分でございます。 

 県支出金の歳入額は１，７１３千円で、前年度と比較いたしまして２３３千円の増額で

ございます。繰入金の歳入額は１億１８，３４９，２６５円で、前年度と比較いたしまし

て９，４８１，６４５円の増額でございます。繰越金の歳入額は６００千円で、前年度と

比較いたしまして８，０００千円の減額でございます。 

 諸収入の歳入額は３，１８３円で、前年度と比較いたしまして２２，７００円の減額で

ございます。 

 町債の歳入額は４７，４００千円で、前年度と比較いたしまして１，３００千円の増額

でございます。収入未済額３７，７００千円は明許繰越分です。 

 ７ページから１０ページにかけての財産収入の歳入額は１１０，８８１円で、前年度と

比較いたしまして４，８５１円の増額でございます。 

 次に、歳出の状況につきましては、３ページ、４ページに戻っていただきまして歳出総

額は２億５０，７２５，２４３円で、前年度と比較いたしまして３，１８１，７８６円の

増額でございます。歳出予算額３億３６，２１９千円に対し、７４．５７％の執行率でご

ざいます。 
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 もう一度、１１ページ、１２ページに戻っていただきまして、総務費の歳出額は

２２，４１４，３６９円で、前年度と比較いたしまして７３２，６７３円の増額でござい

ます。 

 １１ページから１６ページにかけての建設費の歳出額は１億５８，０７０，３１６円で、

前年度と比較いたしまして１２３，２７２円の増額でございます。また、明許繰越額は

７８，０００千円でございます。 

 公債費の歳出額６７，０９２，１７７円で、前年度と比較いたしまして２，４７０，９９０

円の増額でございます。 

 基金積立金の歳出額は受益者負担金などを積み立てた金額３，１４８，３８１円で、前

年度と比較いたしまして１４５，１４９円の減額でございます。 

 以上で細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（鈴川基次君） これから質疑を行います。田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 先ほどの料金の話ですけれども、昨日、一般会計のところで下水

の話をしてお叱りを受けました。お叱りを受けた方が正しい、私の方が間違うたると思っ

ているんです。でも、ちょっとそのときに聞いとかなわからんようになるのでと思うて聞

いた話なんですけれど、その話によりますと、公共下水道のほうは、第２期工事が多分な

しで済んでしまうん違うやろかって、当初の計画よりも随分と人口規模が小さくなってき

たというお話でした。そうしたら、さっきの料金にも絡んでくるんですけれども、結局、

多分もう第２期工事はなしで済ませられますよという話。そういうことからしたら、加入

者との兼ね合せあるけれども、料金体系というのは予想した金額でいけるんですかね。そ

こら辺、まずちょっと１点目、最初にお伺いしたいしたいんです。意外と赤字が多くなる

という心配というのはないんかなということ、そこら辺、ちょっとお伺いします。 

○議長（鈴川基次君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（太田康之君） 今のことなんですが、第２期工事、しないということに

なると、その分については、当初に見込んでおった流入量が減るということなんで、かな

りの分の期待していた数値が得ないというようなこととなります。ただ、今後の運営状況

という中で、今回、本ノ脇地区の供用開始も始まりつつあります。それも見据えながら考

えていきたいと思います。多分、その第２期工事をやめるということになれば、当初考え

ていたよりは、料金体系は減るというように見込んでおります。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 料金体系、安くなるということなんで、流入量が減るんで、消費

量が少ないさかいお金はようけかからんという、施設が大きいんで、割かし意外と高くつ

くんかなと思うたけれども、そうでもない、心配したようなもんでもないんですね。 

 そこで、お伺いしますけれども、今年は、和田の処理区のほう、農業集落排水のほうは

修繕もしましたんで、１億８０，０００千円ほどの当初予算でいけました。でも、何にも
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工事せなんだら、大体維持費だけで言ったら、僕の感覚では、農業集落排水で８０，０００

千円ぐらいかなって、こう勝手に思っているんです。そうするとしたら、今の公共下水と

いうのが、全体終わってしまったら、今言うように、第２期工事もなしに、もうこれで一

応管路も整備されて、美浜町は、三尾はいろんなことがありますけれども、一応農業集落

排水の整備は終わりました。大体、予算規模というのは、どれぐらいになるんですかね。 

 今で農業集落排水は１億８０，０００千円ぐらい、今度、当初予算で、去年はもっと高

かったと思うんですけれどね。実際問題、管路のでき上がってしもて、管理をずっと順調

にしていくとき、大きな修繕がないときは、この公共下水というのは大体幾らぐらいの、

農業集落が８０，０００千円ですから、これでどれぐらいの規模に落ち着くんかなという

ところを概念として持っておきたいんで、お教え願いたいと思います。 

○議長（鈴川基次君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（太田康之君） ちょっと、正確にとはなかなか言いづらいんですが、単

純に考えると、農業集落排水の維持をしていくということで、総務管理費のほうで維持費

が取っております。その金額が、４０，３９５千円ということになっております。 

 それと、あと建設費に関しては、これは維持費には関係ありませんので、それを除くと

いう中で、次に公債費、これ起債の借金の形で３２，２５５千円ということになるんで、

合わせて約８０，０００千円ぐらいというような形になってこようかと思います。 

 以上です。 

 今、集排です。集排違ったか。 

○議長（鈴川基次君） 公共下水道、維持管理がどうか、伝えてください。公共下水の話。 

○上下水道課長（太田康之君） そうですか、すみません。間違っておりました。公共下

水の方です。 

 これについても、同じく総務管理費の一般管理費という中で２２，４１４千円、それと

建設費の中で工事費と委託料、それと補償・補塡の金額を除いた額で。 

 建設の方は、その除いた額ということになります。それで、あとプラスが公債費の関係

ということになります。合計いたしますと、ざっとですが、約１億円ぐらいというような

金額になってこようかと思います。 

 すみません。申しわけございませんでした。 

○議長（鈴川基次君） 田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） はい、了解しました。 

 農業集落排水には大体８０，０００千円、公共下水が大体１億円ぐらいの工事と、こう

認識しておいたら、あとは工事があったときには金額が膨れると。結局、美浜町で管理し

ていく場合は、１億８０，０００千円ぐらいが下水道の基本的なベースの金額やという、

こういう認識の仕方でいいと思います。 

 そこで、肝心なその料金の話に戻るんですけれど、今、この長い、長くはないですけれ

ども、見てみたら、和田を早く取りかかったんで安くついた。しかし、すぐ規模がいっぱ
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いだったんで、途中で繋がしてあげませんよというふうな妙な事態になり、その反省を超

えて、田井、入山の集落排水を大き目につくった。ところが、人口の増加は止まってしも

うたんで、形の割に余っているところが多くできて、料金が高くなってしまった。確かに、

すり鉢状じゃなしに、ポンプでくみ上げながらいくというんもあると思いますけれども。

ほんで、またその反省も付加して公共下水をつくったけれども、予想を超えて人口の減少

が大きかったんで、２系列つくるんが、１系列で済んでしまいそうやと。ほんまに、私、

議員のほうからの立場として見させてもろうたら、なかなかその時代の読みって難しいも

んなんやなあという、こういう思いがします。 

 なぜ、その話をするかというのは、結局、その最後の起債も含めて、投資に係るお金、

それが料金体系に物すごく影響をしているんですよね。個人が使うという、そのことに関

しては、そんなに美浜町内では大差ない。ほんで、やっぱり平準化図るべきやということ

からしてみたら、その格差というのは、行政的な判断の中で出てきたんが多いん違うんか

なと、私、もし間違っていたら言ってほしいんですけれども。そういうことからしてみた

ら、確かに課長がおっしゃられましたように、３０％、４０％の格差も一気に上げたりし

たら、とてもやないけれど、住民として、これ何よという反発にもなってくると思います。

そういうことからしたら、確かに２８年度、来年度ぐらいからそれに取り組んでいかない

かんということを、ここで確かにもう一回確かめさせてもらいます。３０年度には、これ

から３０年に考えるんじゃなしに、３０年に統一料金を完成するんやなと。ということは、

町長の任期終わるまでに、料金の統一は完成するんやと、こう認識させてもらいたい、い

ろんな事情も理解した上ででも、そのつもりで前もってかかっていただきたいということ。

ここで、もう一度だけ、念を押させてもらいたいと思います。異論がありましたら、町長、

言ってくださったら結構なんですよ。そういう認識をさせてもらってよろしいんですねと

いうことを、一つここで押さえておきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（鈴川基次君） 町長。 

○町長（森下誠史君） 田渕議員にお答えいたします。 

 その方向で、今後とも取り組んでまいりたいと思います。 

 以上です。 

○９番（田渕勝平君） 確約と見ていいんですね。 

○議長（鈴川基次君） 町長。 

○町長（森下誠史君） はい。現時点でございますが、確約というか、その方向で取り組

んでいきます。そして、田渕議員もご存じのとおり、いろんな社会情勢等との変化もあろ

うかと思いますけれども、現時点ではその方向で取り組んでまいりたいと、このように思

います。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 町長、それは難しいのは、わかります。しかし、政治というやつ
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は、約束はしたら約束で、やっぱりきちんと、そういう方向で検討します、そういう方向

と、今は思って。それは、確かにどういう事情があるんかわかりませんけれど、それでは

優柔不断って思われますよ。３０年にしますと、そこで何か事情あったら、あのときは言

ったんですけれど、事情が変わったんです。だから、住民も、議員も理解します。だから、

そういうときは、やっぱりそういう方向で進みます。やっぱり、最終的な日の、びしっと

一言いただきたい。だめならだめで結構ですけれども、やっぱり議員に対して、住民に対

して優柔不断と思われますよ。忠告だけしておきます。 

○議長（鈴川基次君） 髙野議員。 

○７番（髙野正君） ７番。 

 ちょっと、教えてほしいんやけれど、今、松原の処理場、これからまだまだ入るんやけ

れども、この決算時期の時点で、例えば処理能力の余裕がどれぐらいあるのか。例えば、

人数的にでも、世帯的にも、世帯的に言うたらおかしいですわな、２人の世帯も、３人

の世帯もあるんやから。そういうあらわし方で、例えば、あとまだ終わった時点でも、

１，０００人分の処理の能力が余るんですよとか、その辺、どうですかね。その辺で言っ

ていただかないと、余りぴんとこないんですよ。どれぐらい大きな物をつくっているのか。

ぎりぎりの物はつくってないとは思うんで。例えば、それが、これ全部できてからでも、

まだ倍の能力があるんやって、それはもう大きな物をつくり過ぎと違うんかいって決して

言いませんので、その時点では仕方ないんですよ。だけど、実際、もしわかれば、お隣か

らも引っ張ってきて、まだまだ余裕あるよ、浜ノ瀬も、新浜地区も、吉原も大方入って、

もうやっと落ちついて、それでもまだなおかつ、まだ５００人ぐらいの余力はあるんです

よ、処理能力のって、そういうふうに教えていただければ非常にありがたいんですが。い

かがですか。 

○議長（鈴川基次君） 上下水道課主幹。 

○上下水道課主幹産業建設課兼務（大星好史君） 髙野議員にお答えします。 

 今、公共下水道の現在の計画でございますけれども、日平均の流入量で答えさせていた

だきます。これが、日平均計画で、今、１０８０㎥を予定しております。２６年度の日平

均流入汚水量が５９８㎥ございます。ということは、率にしますと、今、５５．４％の流

入量ということでございます。それで、この数字、これから以後、田井畑の一部も８月１

日に供用開始いたしました。それで、本ノ脇も整備されれば入ってきます。どれぐらいの

余裕あるのかということなんですけれども、公共下水道の流入量自体というのが、農業集

落排水とはちょっと異なりまして、大分、原単位というんか、１人当たりの流入量という

のが、少し大目に設定されております。今後、管路が終わりましたら、接続の促進にも、

僕らもまたお願いに回るんですけれども、今、２６年度末で接続、供用開始している人口

が３，３７７人、それに対して接続してくれている人数というのが２，９５３人というふ

うに把握しております。 

 以上です。 
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○議長（鈴川基次君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

○議員 「ありません」 

○議長（鈴川基次君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は、挙手によって行います。 

 この決算を認定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（鈴川基次君） 挙手多数です。したがって、認定第４号 平成２６年度美浜町公

共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定については認定することに決定しました。 

 しばらく休憩します。 

 再開は１０時１５分とします。 

午前十時〇四分休憩 

   ―――・――― 

午前十時十五分再開 

○議長（鈴川基次君） 再開します。 

 日程第４ 認定第５号 平成２６年度美浜町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につい

てを議題とします。 

 本件について細部説明を求めます。総務政策課長。 

○総務政策課長（福島教君） 認定第５号 平成２６年度美浜町介護保険特別会計歳入歳

出決算認定についてご説明申し上げます。 

 平成２６年度介護保険特別会計の規模は、歳入総額８億２３，４２６，３７７円で、前

年度７億９７，３６９，１９９円と比較いたしまして２６，０５７，１７８円の増額、率

にして３．２７％の増加でございます。 

 歳出総額は８億１６，６５７，３６９円で、前年度７億８４，６５６，５０７円と比較

して３２，０００，８６２円の増加、率にして４．０８％増加してございます。差引額の

６，７６９，００８円は実質収支額となります。 

 収入の状況につきましては、歳入の予算額は８億２３，０２３千円、収入済額は８億

２３，４２６，３７７円で、予算に対する収入割合は１００．０５％でございます。調定

額８億２５，８７７，９１６円に対する割合は９９．７０％です。 

 ５ページの保険料、介護保険料の歳入額は１億５１，０１１，４９１円で、前年度と比

較して４，１８１，６０１円の増加となりました。主な要因は、被保険者数の増加による

ものでございます。調定額１億５３，４６３，０３０円に対する徴収率は９８．４０％で

す。平成２６年度不納欠損額として２０名、６２４，１６０円を欠損処分いたしました。 

 使用料及び手数料の歳入額は１９千円で、前年度と比較して８千円の増加となりました。 

 国庫支出金の歳入額は１億９４，９５９，７９３円で、前年度と比較して７，６１０，８６２

円の増加となりました。 
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 その内訳は、国庫負担金では、介護給付費負担金１億３６，２２４，５５８円、国庫補助

金では、調整交付金５３，３８３千円、介護予防事業の地域支援事業交付金５９５，２５０

円、包括的支援事業・任意事業の地域支援事業交付金４，７５６，９８５円でございます。

特に、前年度と比較して、国庫負担金介護給付費負担金で５，９３７，４１２円、国庫補

助金調整交付金で１，４７０千円の増加となってございます。 

 なお、システム変更などによる介護保険事業補助金は皆減となってございます。 

 ７ページの支払基金交付金の歳入額は２億１８，９７５千円で、前年度と比較して

５，６４０千円の増加となりました。これは、介護給付費交付金及び地域支援事業支援交

付金の合計額となってございます。 

 県支出金の歳入額は１億１４，５８０，１１７円で、前年度と比較して１，１７５，８２５

円の増加となりました。 

 ９ページの財産収入の歳入額は１，４０３円で、前年度と比較して６３円の増加となり

ました。 

 繰入金の歳入額は１億３０，９６３，４３９円で、前年度と比較して５，７９３，７８６

円の増加となりました。 

 ９ページ下段の繰越金の歳入額は１２，７１２，６９２円で、前年度と比較して

２，１４９，６７８円の増加となってございます。 

 諸収入の歳入額は２０３，４４２円で、前年度と比較して５０９，８３７円の減少とな

りました。これは、雑入の国庫負担金等の精算分の減少によるものでございます。 

 次に、歳出の状況について申し上げます。 

 一旦、３ページ、４ページに戻っていただきまして、歳出総額は８億１６，６５７，３６９

円で、前年度と比較して３２，０００，８６２円、４．０８％の増加でございます。歳出

予算額８億２３，０２３千円に対して、９９．２３％の執行率でございます。 

 １３ページに戻っていただきまして、総務費の歳出額は２７，６３９，４１２円で、前

年度と比較して３，６９６，７４７円の増加となりました。増加の主な要因は、第６期介

護保険事業計画策定に係る委託料の増加によるものでございます。 

 保険給付費の歳出額は７億５３，８９２，０１４円で、前年度と比較して２５，１３５，７３２

円の増加となりました。その内容は、介護サービス等諸費６億６５，４９０，３６８円、

その他諸費６０２，３６０円、高額介護サービス費１５，０００，１０８円、高額医療合算

介護サービス等費２，４９２，８２８円、特定入所者介護サービス等費３５，０６０，２３０

円、介護予防サービス等諸費３５，２４６，１２０円でございます。 

 介護サービスの充実に伴い、居宅介護サービス給付費で前年比１７，６５８，４２８円

の増、地域密着型介護サービス給付費で２，９２６，２３３円の増となっており、また一

方、施設介護サービス給付費は、施設入所者の減少などにより、前年比２，３３７，９６４

円の減となってございます。 

 ２１ページ下段の地域支援事業の歳出額は１７，６９９，９０９円で、前年度と比較し
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て２，６６４，７７３円の減少となりました。 

 ２７ページの基金積立金の歳出額４，００１，４０３円で、前年度と比較して

４，０００，０６３円の大幅な増加となりました。これは、２６年度で４，０００千円を

積み立てしたことによるものでございます。 

 次に、諸支出金の歳出額は６，４５７，９６５円で、前年度と比較して１，８３３，０９４

円の増加となりました。内容は、前年度の補助金などの精算で、支払基金などへの償還金

及び第１号被保険者の移動に伴う還付金でございます。 

 ２９ページの公債費は６，９６６，６６６円で、２４年度からの支出であります。これ

は、県の財政安定化基金償還金であり、平成２３年度に和歌山県介護保険財政安定化基金

より２０，９００千円の借り入れをしたことに伴う償還金であり、２６年度で償還済みと

なってございます。 

 以上で細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（鈴川基次君） これから質疑を行います。ありませんか。 

○議員 「ありません」 

○議長（鈴川基次君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

○議員 「ありません」 

○議長（鈴川基次君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は挙手によって行います。 

 この決算を認定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（鈴川基次君） 挙手多数です。したがって、認定第５号 平成２６年度美浜町介

護保険特別会計歳入歳出決算認定については認定することに決定しました。 

 日程第５ 認定第６号 平成２６年度美浜町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

についてを議題とします。 

 本件について細部説明を求めます。総務政策課長。 

○総務政策課長（福島教君） 認定第６号 平成２６年度美浜町後期高齢者医療特別会計

歳入歳出決算認定についてご説明申し上げます。 

 平成２６年度後期高齢者医療特別会計の規模は、歳入総額が２億２，６９１，９５３円

で、前年度の２億２６１，５７２円と比較して２，４３０，３８１円の増額、率にして

１．２１％の増加でございます。 

 歳出総額は２億１，５６１，８５３円で、前年度１億９９，０８７，５７２円と比較

して２，４７４，２８１円の増額、率にして１．２４％の増加でございます。差引額

１，１３０，１００円は実質収支額となります。 

 １ページ、２ページの歳入の状況につきましては、歳入の予算額２億３，３６３千円、

歳入額は２億２，６９１，９５３円で、予算に対する収入割合は９９．６７％でございま
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す。調定額２億２，６９１，９５３円に対する割合は１００％でございます。 

 ３ページ、４ページの歳出の状況につきましては、歳出総額は２億１，５６１，８５３

円で、歳出予算額２億３，３６３千円に対して、９９．１１％の執行率でございます。 

 ５ページ、６ページの後期高齢者医療保険料の歳入額は６３，０１４，７００円で、前

年度と比較して７０９，７００円の増加でございます。調定額６３，０１４，７００円に

対する徴収率は１００％です。 

 分担金及び負担金の歳入額は４５９千円で、人間ドックの健診に係るもので、前年度と

比較して６９千円の増加でございます。 

 使用料及び手数料の歳入額９，５００円は督促手数料でございます。 

 繰入金の歳入額は１億２７，７１３，１４８円で、前年度と比較して４，３０６，９８１

円の増加でございます。その内容は、事務費繰入金が１６，２７９，６２５円、保健基

盤安定繰入金が２５，８１５，５２３円、７ページ、８ページの療養給付費繰入金が

８５，６１８千円でございます。 

 繰越金の歳入額は１，１７４千円で、前年度と比較して２５９，５００円の減少でござ

います。 

 諸収入の歳入額は１０，３２１，６０５円で、前年度と比較して２，３９５，９００円

の減少でございます。要因は、過年度分療養給付費負担金返還金の減少、過年度事務費分

賦金返還金の皆減によるものでございます。 

 １１ページ、１２ページからの歳出です。 

 総務費の歳出額は１億９７，１０９，２５３円で、前年度と比較して５，３４９，０７０

円の増加でございます。その内容は、職員の人件費、後期高齢者医療広域連合納付金、人

間ドック健診などの費用でございます。 

 諸支出金の歳出額は４，４５２，６００円で、前年度と比較して２，８７４，７８９円

の減少でございます。要因は、一般会計繰出金の過年度分療養給付費負担金返還金が減少

したことによるものでございます。 

 以上で細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（鈴川基次君） これから質疑を行います。田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 細かなというんか、大きなこと聞かせてもらいたいんですけれど、

これ、もう、今、昔と違って県でやっているんでしょう。ほんで、安いみなべとかあった

ような激変緩和措置も、もうそろそろなくなってしまったと思うんですけれども、何を言

いたいかというと、将来、国保もこうなると。これ、条例があるんで、当然、美浜町でや

らなあかんということは理解します、もちろん。それで、これ県でまとめてやっているん

だったら、会計も何もかも県税って、県税か何かでこう各町村へ徴収して、そういうよう

なやり方の可能性というのはないんですか。というのは、事務費だけでもすごい、こう大

変やったと思うんです。ほいで、ほかのことで地方分権で各町村にいろんな仕事が増えて

くる中で、これ県が担当したんだったら、もう県税か何ぞで後期高齢者の保険料も何らか
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の形をとって、これから、何を言いたいかというと、国保もそういう県になってくるでし

ょう。国保の場合のほうが、いろんな事務は、やっぱりここの町に残しておかなあかん可

能性があると思うんですけれどもね。そこら辺、一本化で見るんだったら、もういっその

こと、県でまとめてやるというような方法というのは、絶対やっぱりどこまで行っても町

へ、法律じゃないんですよ、可能性として、町へして、残しておかないかんような理由と

いうのは何かあるんですかね。国保のこともあるんで、伺いたいんですけれども。どんな

もんでしょうか。 

○議長（鈴川基次君） 福祉保険課長。 

○福祉保険課長（野田佳秀君） はい、お答えいたします。 

 県の予算でできないのかということですけれども、今現在、高齢者の医療の確保に関す

る法律というのがございます。その第４９条の規定により、特別会計を設けなければなら

ないとなっておりますので、法律上、市町村でやらなければならないということになりま

す。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） ということは、それはもうここで話しても、話、始まる話じゃな

いんですけれども、その条例のほうが県でやるようにするというようなことに変わったら、

負担金か何かで、結局、何を言いたいかというと、この形になったら、結局、後期高齢者

とやかく言うても、もう雲の上の話というか、届く話じゃないんでしょう。上からこんだ

け負担金徴収しなさいというたら、もう払わざるを得んだけで、ここで会計で本当に正し

いんかどうかという、事務費が要るだけで何もないと。とにかく、その法律が国のほうで

変わったら、もう県でやろうと思うたら、何ら支障はないんですよね。ということは、国

保も、その可能性は、当然、法律があるんで、町村でこの形と同じ形になってくると思う

んですけれども、そこの法律さえ変わったら、もう県で全部やるという可能性は、もちろ

ん、国のほうですよ、そうなるんでしょうねということをちょっと確かめさせてください。 

○議長（鈴川基次君） 福祉保険課長。 

○福祉保険課長（野田佳秀君） はい、お答えいたします。 

 国保のほうとの話なんですけれども、平成３０年４月から広域化になります。その場合

については、県のほうの予算もございますし、市町村のほうの予算もございます。その中

身につきましては、今後、運営方針というのが県のほうで策定されますので、その中で決

まってこようと思います。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 基本的に、課長の答弁で理解はするんですけれども、多分、ずっ

とこれからこの後期高齢者の会計も特別会計という形で残る。それで、国民健康保険も、

今おっしゃったようなことからすれば、特別会計で残ると。でも、その事務の処理を考え
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たら、結局、そこら辺の国のほうで条例の整備さえすれば、もう県でこれ運営しても、例

えば一般会計の中に、我々、広域の繰出金あるですよね。あれと同じように、各町村から

こんだけ負担金出しますよ。もちろん、負担金出す以上は会計の報告は欲しいですけれど、

向こうは向こうで処理してくるというんか、特別会計のような格好をとらんでも、それは、

国の法律さえ変えたら可能なんですよね。それのほうが、ずっと世話ないように思います

よね。私の考え方、間違っているんですか。 

○議長（鈴川基次君） 福祉保険課長。 

○福祉保険課長（野田佳秀君） お答えいたします。 

 法律が変われば、県のほうでの運営ということになってこようかと思います。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） ほかにありませんか。 

○議員 「ありません」 

○議長（鈴川基次君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

○議員 「ありません」 

○議長（鈴川基次君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は挙手によって行います。 

 この決算を認定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（鈴川基次君） 挙手多数です。したがって、認定第６号 平成２６年度美浜町後

期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定については認定することに決定しました。 

 日程第６ 認定第７号 平成２６年度美浜町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定

についてを議題とします。 

 本件について細部説明を求めます。上下水道課長。 

○上下水道課長（太田康之君） 認定第７号 平成２６年度美浜町水道事業会計剰余金の

処分及び決算の認定についてご説明申し上げます。 

 １ページ、２ページの収益的収入及び支出につきましては、税込みの表示となってござ

います。収入につきましては、水道事業収益額は決算額１億３７，３６３，１３８円で、

その内訳は、営業収益で１億２２，７２０，００２円と営業外収益１４，６４３，１３６

円でございます。予算に対する収入率は９５．２５％でございます。 

 支出につきましては、水道事業費用額は決算額１億５５，１１８，９４９円で、予算に対

し不用額は８，１９４，０５１円でございます。その内訳は、営業費用で７，０９９，８７４

円、営業外費用で４０９，４４３円、特別損失で１８４，７３４円、予備費で５００千円

でございます。また、執行率は、水道事業費用で９４．９８％でございます。 

 なお、不用額の主なものは、営業費用で修繕費１，０７０，１２０円、薬品費

１，０９２，７１４円、材料費５０５，０９７円、受託工事費で工事請負費２，５００，５２０
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円でございます。 

 次に、３ページ、４ページの資本的収入及び支出につきましても、税込みの表示となっ

てございます。 

 資本的収入につきましては、決算額５，３７９，２００円で、その内訳は、加入分担金

３２４千円と公共下水道事業に伴う水道管移設工事の補償金５，０５５，２００円でござ

います。予算に対する収入率は２２．５６％でございます。 

 資本的支出につきましては、決算額８４，７４４，３１１円で、その内訳は、建設改良

費５６，３４０，１２０円と企業債償還金２８，４０４，１９１でございます。執行率は

７０．７９％でございます。 

 また、地方公営企業法第２６条の規定によりまして、２，３２０，９２０円を繰り越し

してございますので、不用額は３２，６４６，０４９円でございます。主な要因といたし

まして、公共下水道事業の繰り越しに伴い配水管移設費が不用となったことと、請負工事

や設計委託費の入札差額によるものでございます。 

 なお、資本的収入が資本的支出に不足する額７９，３６５，１１１円につきまして

は、過年度分損益勘定留保資金１３，７７１，０４９円、当年度分損益勘定留保資金

６１，４６４，９４２円及び当年度消費税資本的収支調整額４，１２９，１２０円で補塡

してございます。 

 次に、５ページ、６ページの損益計算書につきましては、前年度との調整を図るため、

金額は税抜き表示としてございます。 

 営業収益の合計は１億１３，９２６，７４３円で、営業費用の合計は１億３８，０３８，３１０

円となりますので、差し引きいたしますと、営業損失は２４，１１１，５６７円でござい

ます。 

 営業外収益の合計は１４，６５０，８５９円、営業外費用の企業債支払利息等１０，６３８，９５７

円を差し引きいたしますと、営業外利益は４，０１１，９０２円となり、営業外利益を営

業損失に加算いたしますと、経常損失は２０，０９９，６６５円でございます。経常損失に

特別損失１，７８５，２６６円を加算いたしますと、当年度純損失は２１，８８４，９３１

円でございます。 

 当年度純損失は、前年度繰越利益剰余金で補塡してございます。前年度繰越利益剰余金

から当年度純損失を差し引き、その他未処分利益剰余金変動額を加算いたしますと、当年

度未処分利益剰余金は９１，８８３，９３６円でございます。 

 次に、７ページ、８ページの剰余金計算書につきましては、建設改良積立金１５，０００

千円で、当年度末残高は６７，５００，６８７円、減債積立金当年度残高は８，０００千

円でございますので、積み立て合計は７５，５００，６８７円でございます。 

 未処分利益剰余金につきましては、前年度末残高は１億１２，９９２，３１６円で、建

設改良積立金１５，０００千円を処分し、当年度純利益２１，８８４，９３１円を差し引

きし、みなし償却廃止に伴う経過措置１５，７７６，５５１円を加算いたしますと、当年
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度末未処分利益剰余金は９１，８８３，９３６円でございます。 

 剰余金処分計算書（案）につきましては、当年度の未処分利益剰余金９１，８８３，９３６

円のうち、建設改良積立金１５，０００千円と資本金への組み入れ２８，３３９，２２８

円を処分し、翌年度繰越利益剰余金を４８，５４４，７０８円にいたしたく提案するもの

でございます。 

 次に、９ページ、１０ページの貸借対照表につきましては、これも前年度決算との整合

を図るため、金額は税抜きで表示してございます。 

 資産の部につきましては、有形固定資産及び無形固定資産の固定資産合計は１２億

７５，６６０，２６２円でございます。流動資産として、現金預金は１億８９，４０６，８４３

円でございます。未収金は１２，５７５，２９９円で、その内訳といたしましては、営業

未収金１１，７０１，１２９円で、主に３月分水道料金８，３９５，４８０円、その他

３，３０５，６４９円で、３月分水道料金につきましては、請求が１カ月遅れとなります

ので、全額未収となってございます。営業外未収金は８７４，１７０円で、公共下水・農

業集落排水事業のデータ使用料でございます。 

 貯蔵品２，３１５，８６３円につきましては、量水器及びボックス、修繕用継ぎ手材等

の資材でございます。流動資産合計は２億４，２９８，００５円でございます。資産合計

は１４億７９，９５８，２６７円となってございます。 

 負債の部につきましては、固定負債合計は３億１２，４７０，６６０円、流動負債合計

は４４，４７４，４６５円、繰延収益合計は２億６６，６０８，８２５円で、負債合計は

６億２３，５５３，９５０円となってございます。 

 資本の部につきましては、資本金合計は６億５６，８０１，５５２円でございます。剰余

金の資本剰余金は３２，２１８，１４２円、利益剰余金は１億６７，３８４，６２３円で、剰

余金合計は１億９９，６０２，７６５円でございます。資本合計は８億５６，４０４，３１７

円となってございます。 

 資産合計と資本・負債合計がそれぞれ１４億７９，９５８，２６７円で、貸借が一致す

るものでございます。 

 次に、１１ページ、１２ページの議会議決事項につきましては、予算議決等７件でござ

います。 

 工事の概要につきましては、配水管整備費として工事１件、公共下水道工事に伴う配水

管移設工事３件、施設改良費で藤井取水場導水ポンプ電動弁点検整備業務工事２件、田井

浄水場残留塩素計の購入、配水施設改良費で西山配水池の設計委託業務、進入路設置工事

取りつけ道路用地の購入、導水施設改良費と送水施設改良費でそれぞれ工事１件を実施し

てございます。 

 なお、公共下水道の明許繰越に伴い、水道管移設工事を平成２７年度に予算繰り越しい

たしてございます。 

 次に、１３ページ、１４ページの業務量につきましては、給水戸数３，８１７戸、年間
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配水量は９３万３，９０３㎥、年間有収水量は８９３，９８４㎥となってございます。年

間有収水量を前年度と比較いたしますと、４．１４％の減少でございます。また、有収率

につきましては、９５．７３％でございます。 

 事業収益及び事業費用に関する事項につきましては、収益・費用の前年度との比較をし

たもので、金額は税抜き表示でございます。 

 事業収益合計は、前年度と比較して４，９５０，１４０円の増額となってございます。

主な要因は、有収水量の減少に伴う水道使用料の減額はあったものの、営業外収益のうち、

会計制度の改正に伴い、新たに長期前受金戻り入れが加わったことによる増額でございま

す。 

 事業費用合計につきましては、前年度に比較いたしますと４１，２７９，７６７円の支

出増となってございます。主な要因は、資産等不明で整理されていた資産を地方公営企業

会計改正に伴い、その不明資産３０，３１９，９５９円を固定資産除却費で処分いたした

ものでございます。 

 企業債及び一時借入金につきましては、企業債前年度残高は３億７０，２８９，８９９

円で、本年度借入額はなく、本年度償還額は２８，４０４，１９１円を償還いたしました

ので、本年度末残高は３億４１，８８５，７０８円となってございます。一時借入金はご

ざいません。 

 なお、企業債の明細につきましては、２１ページに添付してございます。 

 次に、１５ページから１８ページの収益及び費用の明細につきましては、損益計算書の

資料でございます。 

 次に、１９ページ、２０ページの固定資産明細書につきましては、資産の増減をあらわ

したものでございます。 

 年度当初の残高は２４億８９，０１３，６０５円、当年度増加額は９５，９７９千円、当

年度減少額７４，８６８，８４４円でありますので、年度末残高は２５億１０，１２３，７６１

円でございます。減価償却累計額の当年度増加額は５２，６３３，７１１円、当年度減少

額はなく、累計額は１２億３４，４６３，４９９円でございます。年度末残高から償却累

計額を差し引きますと、年度末償却未済額は１２億７５，６６０，２６２円でございます。 

 次に、２１ページの起債台帳につきましては、未償還元金は３億４１，８８５，７０８

円でございます。 

 次に、２２ページ、キャッシュフローの計算書につきましては、資金期末残高は１億

８９，４０７千円でございます。 

 最後に、２３ページの注記につきましては、重要な会計方針に係る事項等でございます。 

 以上、簡単でございますが、説明を終わらせていただきます。よろしくご審議賜ります

ようお願い申し上げます。 

○議長（鈴川基次君） これから質疑を行います。髙野議員。 

○７番（髙野正君） ７番。 



平成２７年美浜町議会第３回定例会（第６日） 

 

 

 
243 

 水道の会計というのは、単年度で毎年数百万円の黒字だそうでありますが、またあれ言

うていいんかな、単年度で数百万円の黒字、そこに、課長、あなたの給料入っていません

よね。社長の給料を払わないで、会長の懐からこっち給料払いながらやっている企業会計

です、企業会計。これが果たして企業会計と言えるのかどうか。起債をするときに、私、

銀行マンなら金貸しませんよ、こんな不良企業に。後ろに美浜町という役場がついてある

から、金貸すんですよ。企業と言えますか、町長。だから、値上げは必要なのではないか

と申し上げているんですよ、一般質問の折にも。その辺、いま一度ご答弁をいただきたい

と思います。 

○議長（鈴川基次君） はい、髙野議員。 

○７番（髙野正君） はい、７番。 

 私の言っていること、わかるでしょう。企業会計の社長は、上下水道課長の太田課長と。

ところが、その給料払っていません、企業会計で。会長である町長のほうから、一般会計

から払っている。こんなん、企業と言えるんですかと。おかしいやないですか。何でかわ

かりますよ。課長の給料払ったら、水道料金上げざるを得ないんですよ、基本的にね。そ

れでいいんかなということなんですよ。やっている、やっているというても、一般会計か

ら繰り出して、課長の給料払って、水道企業会計、黒字ですよって胸張れますかというこ

とを申し上げておるんです。よろしくお願いします、答弁。 

○議長（鈴川基次君） 少し休憩します。 

 議員は、そこで、議場で待機してください。 

午前十時五十九分休憩 

   ―――・――― 

午前十一時〇二分再開 

○議長（鈴川基次君） 再開します。 

 町長。 

○町長（森下誠史君） 髙野議員にお答えいたします。 

 非常にお答えしにくい、ややこしいご質問であったかと思います。髙野議員もご存じの

とおり、上下水道というような形の中で、現在の課長でございますが、兼務辞令というこ

とで現時点は出させていただいてございます。おっしゃるとおり、その企業会計というこ

とでいけばあれなんですけれども、そうなれば、やはり独立採算というような形の中で水

道料金ということではね上がります。そういった形の中で、現在は兼務辞令の中で、特別

会計、公共とか、その辺から出させていただいておるのが現実でございますが、なかなか

上水道のほうでというのは、私自身は、難しいんではなかろうかな、現時点で言えば、こ

のまま踏襲していきたいなと、このように思います。 

 おっしゃるのはわかるんですけれども、なかなかそれが当然のことながら水道料金とい

う形ではね上がってこようかと思いますので、そうなれば、やはり住民に対しての皺寄せ

もあろうかと思いますので、現時点ではこのままいきたいと、このように思います。 
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○議長（鈴川基次君） 髙野議員。 

○７番（髙野正君） ７番。 

 水道料金にはね上がるといいますが、企業会計ですから、はね上がっても当たり前やな

いですか、基本的に。それが、正しい運営の仕方だと思っております、私は。ですから、

あそこに上下水道課、公共下水道事業、農業集落排水、３つありますよね。だから、３分

の１ずつして、農集とか、公共下水道は一般会計から出してもいいですよ、それは。だけ

ど、課長の給料を全部一般会計でおんぶにだっこで、企業会計にあるまじき行為ではない

かと思っておりますので、その辺のところですよ、やっぱり。やはり、全部とは言わなく

ても、３つの分担作業で１つの課でやっておられるんですから、やっぱり３分の１でも負

担すべきではないかなと、それが正しいやり方ではないかなと思っておりますが。 

 もう一度、今、その辺のところを総務政策課長からでも結構ですから、本当にそれでい

いのかどうか。非常に疑問点ですよ。それで、水道料金が上がる。それ、いたし方ないじ

ゃないですか。今までそうやって無理してやってきたんでしょう。せっかくの企業会計、

正しい方向に戻しませんか。そういうことですよ、やっぱり。 

 人口何万人以上のところは絶対せないかんので、そういう縛りがあるんでとか、そうい

うことが、話、別ですよ。やっぱり、企業会計と名がつけば、やはりそこは一度考えてい

ただくべきだと思うんですが、どうですか、総務政策課長。 

○議長（鈴川基次君） 総務政策課長。 

○総務政策課長（福島教君） 髙野議員にお答えします。 

 確かに、かつて美浜町の機構の中で水道課というのは独立した課でありまして、今のよ

うに上下水道課というふうな、兼ねた課になったんですが、まだそんなに年数経っていな

いわけでございます。それで、水道課が独立した課であったときには、課長はじめ、水道

課の職員については、全てそこの企業会計の中で給料も出ていましたので、もちろん、そ

の分が水道料に反映しているという形になってございました。それが、上下水道課という

今の２つの業務を兼ねるという課の形になったときに、一番給料が高いであろう課長の給

料については、水道会計のほうではなくて、今は、公共下水道事業会計のほうで出してい

るわけです。 

 議員おっしゃるように、全て独立採算という意味で言うと、かつての水道課のときの形

のように、全て料金に転嫁という形が正しいやり方であるとは思いますけれども、そこで

はやはり少しでも住民さんに水道料金が上がらないように、負担をおかけしないようにと

いう判断での今のような形になったのだと思っております。 

 ただ、近い将来、公共下水道事業、集落排水事業につきましても、今は法非適の公営企

業ですけれども、ここも法適企業に変えていかなければならないという流れがあります。

そうなってくると、下水道事業、集排事業についても、独立採算という形に持っていかな

ければならないというのは、近い将来、そういう形が見えておりますので、いずれにして

も、下水道料金に課長の給料を転嫁するか、水道料金に課長の給料を転嫁するかというの
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をまた判断しなければならない時期というのが必ず来るものだと思ってございます。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 私、そんなに難しいもんだと思っておりません。というの、住民

に水道料金、下水道料金が高くなるんで、だから公営企業法の理屈どおりやるというのは、

うまいこといかんね。それを理由にします。下水道料金なり、水道料金が上がる。日高病

院なんか、繰出金で一般会計からいっているんじゃないですか。もし、私は、今のが全く

悪いと否定しているわけじゃないんですよ。もめることじゃないと。髙野議員のおっしゃ

るように、公共下水は公営企業法できちんとやるとしたら、そこで出資金のほうで給料

１００％一般会計で払っていくなり、出資金のほうでそれなりに割り振っていったら、そ

れでいくんじゃないんですか。私、聞いていたら、率直にそう思うんですけれど、それだ

ったらいかんという理由をば教えてください。 

○議長（鈴川基次君） 総務政策課長。 

○総務政策課長（福島教君） はい、お答えします。 

 今現在ですと、公共下水道事業特会と農業集落排水事業特会については、法非適の公営

企業でございますので、人件費については一般会計から繰出金というのが可能になってい

ますけれども、これが、近い将来、完全に独立の法適の公営企業になりますと、人件費の

繰り出しというのは一般会計からできなくなりますので、あくまでその場合は料金で独立

採算にしてくださいという形になるかと思います。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 今ので、勉強になりました。ありがとうございます。 

 そこでですけども、３０年度ぐらいをめどに、結局、やっぱり人口減が原因で、水道料

金の値上げも考えていかないかんという話ですと、私のイメージからしてみたら、もう何

十年、十年以上前から１億１０，０００千円、１億２０，０００千、４０，０００千円と

いう金額になっておりますけれども、水道事業というのは、ずっと同じぐらいの金額で、

先ほどの下水じゃないですが、一応形としてはでき上がっているんで、特別なことない限

りはずっとそれくらいで推移しているなという話なんですけれども。実際問題、人口減と

いうのは何人ぐらいやったら、実際問題、何人ぐらいの人口を保っていたら、そういう値

上げをしなくて済むんですか。そこら辺、感覚的に理解しておきたいんで、結局、８千人、

今７，６００とかという数字、今度の国勢調査でどれくらいの数字が出てくるんか、わか

りませんけれども、５００人ぐらい減じゃないかなというような話もありますけれども、

調査せんでも確実に水道料金というのは、人口減りつつあったら、使わないようになって

くると。そういう形からいうたら、何人ぐらい、こっちはもしかしたら、こちらの答弁に

なるんかしらんけれど、どれくらいの人口維持していたら値上げしないで済むんですか。 

○議長（鈴川基次君） 総務政策課長。 
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○総務政策課長（福島教君） すみません。給水のその人口についてのところは、私のほ

うではわからないんですけれども、ただ、課長の１人分の人件費を仮に水道へすべて持っ

ていったとすれば、やはり給料と職員手当、あと共済関係の組合への負担金であるとか、

退職手当関係の積み立てとかいうような形で、やはり１人でも七、八百万円というふうな

分がのってくるかと思います。 

 それと、今年行います配水池の建設で起債を借ります。これが、５年間は利子のみの償

還ですので、元金は据え置きになりますけれども、６年目からその元金の償還が始まりま

す。そことあわせて、課長１人分の人件費と、今年、工事をします分の起債の償還、元金

の償還が始まったときに幾ら増えてくるか。その増えてくる金額と、さっき言われました

給水のほうで減っていく料金の減、そことのバランスで、その差額分をどう埋め合わせし

て料金に転嫁するかという計算になってくるかと思います。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（太田康之君） 人口減という中で考えていくと、毎年１００人程度減

っていくという中で、今、計画している人口より、２９年ぐらいになると、２００人、

３００人ほど減っていくという中で、実際、この３０年と考えているんが人口減という部

分もありますし、それとやっぱり家電製品の節水家電というのが大きな問題もあり、水道

使用料も減ってきているというようなところもあり、なかなか見極めるというところは難

しいところであります。 

 ただ、一度、僕ところの計画でつくっている中で、２９年度ぐらいには、恐らく危機が

やってくるんではないかなと思います。まだ、プラスではあるかもわかりませんが、これ

はあくまでも計画ですので、それより必要以上に人口が減るという、取水が減るというよ

うなことが考えられます。その辺も考えながら、見据えながら、２９年度をめどと考え、

３０年度には何らかの方法をとりたいかなと思っております。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 基本的には了解します。 

 何とかやっていけるというても、結局、本来資本的な財産のものを食い潰している状態

なんですよね、実際問題。それだけのものが、投下資本したものがそこへ残ってなけりゃ

いかんけれど、その利益を食い潰しながら黒字をしているということで、本来本当に黒字

かどうかというのは怪しいもんやというんか、本当の企業会計からいうたら、やっぱり次

新しく、水道をやりかえるときには、それだけのお金がそこに残ってなけりゃいかんけど、

それを食い潰しているんで、何とかやっていけるという、そこらで理解します。 

 ただ、和歌山県下でも美浜町というのは、それはかつての行政のやり方が上手だったん

で、順番からしたら、かなり上位の安いほうにあると思うんです。そこら辺も踏まえて、

今、課長がおっしゃいましたように、これ、課の統廃合のときに、もう既にその問題は絶
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対問題ですよと、そのときから言っていたんですよね。今言うように、公営企業法と普通

の一般会計のものと一緒にするのはいかがなもんかというようなことで、その話は課題に

なって、難しい、難しいという話は最初から出ていたんですよ。でも、そのときには、こ

ういう選択肢をとったわけなんでしょう。だから、確かに、それは課長がおっしゃるよう

に、法律ではもう絶対できんねと、そう課長がおっしゃるんでしたら、全くそのとおりな

んです。出資金は、もう絶対だめなんだと。そういうことになっているんでしょうけれど

も、別に、人件費で出資出すより、繰出金のほうには名前書いてないんで、人件費を大き

くするというようなんじゃなしに、不足分を負うというような格好だったら、法的に、そ

れでもだめなんですか。それは、ちょっと念を押しておきたいというんか、確かめておき

たいんですけれど。 

○議長（鈴川基次君） 総務政策課長。 

○総務政策課長（福島教君） すみません。ちょっと、今、手持ち資料ないんですけれど

も、公営企業への繰り出し基準というのが、毎年、国のほうで定められております。そこ

には、人件費を補塡する繰り出しというのは、これはだめというふうになっています。 

 それで、今回、例えば配水池のこの建設については、一般会計から７０，０００千円の

繰り出しというのを、この２７年度予算の中で持っているわけですけれども、この繰り出

しについては、配水池のそういう災害対策、緊急対策に要する工事に対する出資であると

いうことで、こういう場合は出資の基準にかなうので、一般会計出資に充てていいと。そ

れ以外、そういうのに限定されたものでないと出資はできないというふうに、基本なって

おりますので、人件費の補塡のためだけに水道へ一般会計から出資するというのは、これ

は、繰り出し基準の中でそれはだめというふうになるかと思います。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 多分、そうやと思う。でも、繰出金にこれ人件費と書いているん

ですか。結局、営業を行っていって、プラス・マイナスして赤字になった場合、赤字補塡

って出すんに、これ人件費やって繰出金に書いているわけじゃないんでね。一つの、もち

ろん今言うように、タンクをつくるとか、そのときに繰り出しになるのは当然わかります。

そやけど、人件費補塡しやるんで、繰出金に、例えば日高病院も公営企業法でやっていて、

繰出金、負担金という格好でありますよね。それで、繰出金出しますよね。でも、繰出金

に人件費って名前書いてないけれど、毎年払っているんじゃないかな。理論的に言や、決

してそうしろと言うつもりはないんですよ、私は。だから、難しくないと思いますよとい

う意味で、ほんで水道料金もそんなに極端に物すごく高いというているわけじゃないし、

今言うているように、人口減とか、また家電の省エネで水道代要らんというようないろん

な条件で下がってくるというのは理解もします。だから、どうしろというんじゃないです

けれども、別に公会計でいくというのも、そんなに難しいもんでもなけりゃ、また値上げ

も将来は考えていかないかんというのも理解できますし、僕が悩むほどのことではないと
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思うんですけれども、いかがですか。 

○議長（鈴川基次君） 総務政策課長。 

○総務政策課長（福島教君） お答えします。 

 やはり、独立採算という限りは、まず料金で賄ってくださいというのが大原則になるか

と思います。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。ありませんか。 

○議員 「ありません」 

○議長（鈴川基次君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は挙手によって行います。 

 この剰余金の処分及び決算を認定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（鈴川基次君） 挙手多数です。したがって、認定第７号 平成２６年度美浜町水

道事業会計剰余金の処分及び決算の認定については認定することに決定しました。 

 日程第７ 選挙第１号 選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙についてを議題としま

す。 

 選挙管理委員長からの依頼書を事務局長から報告します。 

○事務局長（北裏典孝君） 報告します。 

 日美選第１５号。平成２７年９月１日。美浜町議会議長、鈴川基次様。美浜町選挙管理

委員会委員長、山本昭。 

 選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙を行うべき事由の発生について。 

 平成２７年１０月１０日をもって美浜町選挙管理委員会委員及び同補充員の任期が満了

しますので、選挙を行われたく地方自治法第１８２条第８項の規定により通知いたします。 

○議長（鈴川基次君） 本件、直ちに選挙を行います。 

 お諮りします。 

 選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定によって、指名推選にした

いと思います。ご異議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（鈴川基次君） 異議なしと認めます。したがって、選挙の方法は指名推選で行う

ことに決定しました。 

 お諮りします。 

 指名の方法については、議長が指名することにしたいと思います。ご異議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（鈴川基次君） 異議なしと認めます。したがって、議長が指名することに決定し

ました。 
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 選挙管理委員会委員には、田端正幸君、寄住敏和君、三輪規君、松下雅美君、以上の方

を指名します。 

 お諮りします。 

 ただいま議長が指名しました方を選挙管理委員会委員の当選人と定めることにご異議は

ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（鈴川基次君） 異議なしと認めます。したがって、ただいま指名しました田端正

幸君、寄住敏和君、三輪規君、松下雅美君、以上の方が選挙管理委員会委員に当選されま

した。 

 続いて、選挙管理委員会委員補充員の指名を行います。 

 第一順位、平畑芳樹君、第二順位、武内勇一君、第三順位、糸巻孝次君、第四順位、平

井佳代子君、以上の方を指名します。 

 お諮りします。 

 ただいま議長が指名しました方を選挙管理委員会委員補充員の当選人と定めることにご

異議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（鈴川基次君） 異議なしと認めます。したがって、ただいま指名しました第一順

位、平畑芳樹君、第二順位、武内勇一君、第三順位、糸巻孝次君、第四順位、平井佳代子

君、以上の方が順序のとおり選挙管理委員会委員補充員に当選されました。 

 日程第８ 請願第３号 集団的自衛権行使にかかわる関連法案に反対を求める請願につ

いてを議題とします。 

 本件について、総務産業建設常任委員長の審査経過及び結果について報告を求めます。

谷口委員長。 

○総務産業建設常任委員長（谷口徹君） 請願審査報告。 

 本委員会は、平成２７年６月１６日に付託された請願審査の結果を会議規則第９４条第

１項の規定によりご報告申し上げます。 

 請願第３号 件名、集団的自衛権行使にかかわる関連法案に反対を求める請願。 

 審査結果。不採択。 

 平成２７年第２回定例会において、当委員会に付託された本請願は、平成２７年６月

１６日、７月１５日、そして８月７日の計３回にわたり審査を行いました。 

 その間、紹介議員であります中西議員より、本請願の趣旨説明及び内容を聴取いたしま

した。そして、当委員会におきましては、国民世論も踏まえ、熟慮を重ねた結果、先日９

月８日の委員会最終審査において、本請願を不採択と決定いたしました。 

 国会での本法案の審議過程や各種報道機関による報道を精査する中で、本法案は憲法違

反ではないか、あるいは他国に対し武力を行使でき得る戦争法案ではないかといった意見

を多数見聞きいたしました。 
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 本来、平和・安全の確保は、国民が皆ひとしく望んでいるところであるとともに、国に

おいては安全保障政策を構築していく責任があると考えます。しかし、昨今テロの多発等

我が国を取り巻く安全保障環境は激変してきており、現在の我が国の法体制では国家・国

民の生命・財産・幸福な生活及び我が国の領土・領海を守り切れないとも言われておりま

す。当委員会といたしましては、安全保障環境の激変に対し、外交努力等で対抗するには

限界があるのではないか、またはさらなる抑止力が必要ではないか等を勘案したとき、や

はり本法案は我が国を守る上で非常に重要な法案であると確信いたしました。 

 以上の理由により、本請願は不採択といたしました。 

○議長（鈴川基次君） これから委員長報告に対する質疑を行います。中西議員。 

○１０番（中西満寿美君） １０番、中西です。 

 今、委員長からご報告をいただきましたが、その中で、４回にわたって審議をやり、世

論や情勢を熟慮されて不採択と決定をされたということでございますが、幾つか質問をさ

せていただきます。 

 まず１点目は、こういう法案が必要やというても、もしその法案が憲法に違反をしてい

るとなったら、憲法第９８条では、憲法違反の法律は功を奏さないと、あかんと、そうい

うふうに決められておりますので、そこで、この法案が今の非常に必要だと判断されたこ

とは、この法案が憲法に違反をしていないと、このように判断されたと思うんですが、そ

の理由は何でしょう、どういうことでしょうかということです。 

 それから、２つ目は、この法案はなぜ必要かということで、安全保障環境の激変という

理由を述べられましたが、安全保障環境の激変、テロとか、いろいろ言われましたが、も

う少し具体的にご説明いただきたいと思います。 

 それから、３つ目としまして、この請願書の中に、こんな文章がございます。「美浜町

は先の戦争で５８４名の戦死者を出し、爆撃によっても７７名が命を落とし、負傷者も多

数でありました。このことから、町民は二度と再び戦争をしてはならないことを痛感し、

憲法９条を守る署名を行いまして、３３４筆、有権者の過半数を超えた署名を集めました。

こうした戦争は二度と嫌だ」。このような町民の声にどのように応えていかれるんか。 

 以上、３点についてお願いします。 

○議長（鈴川基次君） 谷口委員長。 

○総務産業建設常任委員長（谷口徹君） 今の３点についてお答え申し上げます。 

 まず、憲法違反の場合は云々ということなんですけれども、私どもの委員会、憲法学者、

すみません、誰一人としておりませんでした。ほんで、憲法違反かどうかというのは、

我々が判断するべき理由でもないでしょうし、国会においてもそういう話はされています

けれども、憲法違反やと言う人もいてりゃ、違反じゃないと言う人もいますので、その辺

は私どもにはわかりませんし、委員会の中でも、別段、憲法違反云々というふうな話はな

かったということで、それぐらいしか答弁できません。 

 あと、安全保障環境の激変なんですが、これは受ける側がどういうふうに受けとめるか
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だろうと思うんですけれども、私は、はっきり申し上げて、安全保障環境は非常に激変し

ていると感じております。そういった国民のうちの一人です。 

 あと、５８４名の戦死者を出し、７７名、爆撃によって亡くなられたと。当然、こんな

ものはあってはならないことですし、私自身も、そんな戦争なんか絶対嫌でございます。

内容的には、多分、これは戦争をしたい法案ではないと、僕は解釈しておりますので、別

に、戦争は嫌だということに関しては同じ思いでございます。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 中西議員。 

○１０番（中西満寿美君） それでは、今の委員長の答弁をお伺いして、もう一回再質問

をさせていただきます。 

 憲法違反であるという判断はしなかったということで、よろしいんでしょうか。そうい

う憲法学者でもないしということでございますが、しかし日本国憲法では国民主権という

ことになっているわけです。つまり、国民一人一人が政治のことを考えなん、憲法のこと

を考えなんと、こういうふうになっている中で、その判断をしなかったというんですが、

学者と違うても、一般の人も、今、国会の周辺にたくさんの人が集まってきて、ちっちゃ

い子どもを抱えたお母さんとか、学生とか、お年寄りとか集まっています。その人たちは

別に憲法学者でも何でもないんですから、やはりこれは戦争放棄を定めた憲法第９条に違

反していると、こういう判断をされたんですが、その委員会でぜひそういう討論がされて

いなかったということで残念に思います。 

 それから、安全保障環境の激変ということでございますが、これは、今は、いろいろ言

われておりますが、むしろ冷戦の時代、このときのほうが非常に厳しい環境があったと思

います。その中で、だんだんと国際的にも、もう戦争はやめておこうというような方向に

向かっていく中で、世界中が向かっていく中で、突出して日本がその安全保障環境が激変

したということで軍備を増強する。来年度の予算にも５兆円という、今までにない防衛費

をやっておりますが、そういうふうにしてどんどん軍備を増強していった。むしろ、この

安全保障環境をより悪くするんではないかなと、このように考えます。 

 それから、３番目の戦争は嫌だという思い、これはもう誰でもそうなんやということで

す。やっぱり、そうですね。誰も戦争したくないわけです。だから、できるだけ戦争をし

ないように、そういうふうにしたら、どうしたらいいか。安倍さんは、そのためにはこの

安全保障法制というのがええんやと言うているんですが、これは、その本質は、アメリカ

と一緒に、アメリカが起こす戦争に日本が一緒に協力をしていくと。かえって戦争をして

いくということですから、この７０年間、憲法第９条のもとで、１人の戦死者も、１人の

外国人も、戦争で殺さなかった。その日本を大きく変えていく。自衛隊の方も戦死するか

もわからん。そういう後方支援という形で送られていく。こういうことは、やっぱりおか

しいんと違うかと思うんですが、このあたりはどのような審査をされたんでございましょ

うか。よろしくお願いします。 
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○議長（鈴川基次君） 谷口委員長。 

○総務産業建設常任委員長（谷口徹君） お答え申し上げます。 

 まず、最初の憲法違反云々ということなんですが、先ほども申し上げたんですけれども、

我々、もちろん国民主権というのは理解もできますけれども、じゃ、憲法全てを国民ひと

しく皆全て理解できているかというと、そうでもない部分もあるかと思います。そもそも、

どうとでも解釈ができるような憲法じゃないんかなって、私は、常々思っているぐらいで

すから、そんな中で、別に憲法違反云々というのは、我々が最終的に判断するべきもんじ

ゃないですし、我々が仮に判断したところで、それが正解かどうかもわかりません。です

から、それは、僕らはそういうのは一切議論の中には入っていませんでした。 

 それで、世界の中で日本だけが突出していると。むしろ、安全保障環境を悪くしている

ということなんですけれども、私、政府の立場の人間じゃないんで、どうかわかりません

けれども、僕の認識だと、それは多分誤解だろうと思います。そのようなことは、多分、

世界の中で言われている国はかなりごく少数だろうと、僕は感じておる次第です。 

 あと、アメリカと戦争についていくんじゃないんかなという話もありましたけれども、

こういうのも余り委員会の中で議論にはならなかったんですけれども、まだ、むしろ、や

はりこの法案云々が大切じゃないんかなということだけで終わったところでございます。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。中西議員。 

○１０番（中西満寿美君） 反対討論でよろしいですか、不採択に対する。 

○議長（鈴川基次君） はい。 

○１０番（中西満寿美君） そうしたら、この委員会の提案は不採択ということでござい

ますので、それに反対する立場から少し意見を述べさせていただきます。 

 それで、この平和安全法制というのは、先ほど、そういう憲法違反であるかどうかとい

うのは審査は余りされなかったということでございますが、これは、多くの憲法学者とか、

また最高裁の元判事も、これは憲法違反であると、このように指摘しております。だから、

これはまず一つ意見として憲法違反であるということを強調したいと思います。 

 それで、日本国憲法は、二度と政府の行為によって戦争を起こさせないと誓い、そして

第９条を決めまして、第９条は徹底した平和主義の立場に立っているわけです。先ほども

申しましたように、第９条のおかげで日本は戦後７０年間、一人の戦死者も出さず、戦争

で一人の外国人も殺すことなく、平和国家として歩んでまいりました。この法案、これは

新しい法律１本と、あと改正１０本あるんで、合計１１本あるんですが、この法案によっ

て、自衛隊を、いつでも、どこへでも出動させる。日本が攻撃されなくても、アメリカの

戦争に賛成できる。後方支援の名で武器や輸送、弾薬を提供することが可能となるなど、

日本の平和国家としての国を大きく変え、戦争できる国になるということになります。そ

して、やがてアメリカ軍とともに全世界の紛争地で自衛隊が活動することになり、自衛隊
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の戦死者が、これが現実のものになってくるのではないかと非常に心配をします。せっか

く被災地でしっかりと命を助ける活動を自衛隊員の方がされておりますが、今度は命を奪

う行為になっていくんだと、そういうことになります。 

 ２つ目は、国民の理解が得られていないのではないかということです。これは、新聞や

テレビの世論調査でも、７割から８割がこの法案の説明がわからん、不足していると回答

しております。そして、６割が今国会での採択に反対をしている。また、慎重姿勢を示し

ております。衆議院、参議院で２００時間を超えて審議したと言われますが、この法案の

説明は非常にずさんで、しばしば審議が中断されて、その中断された回数は衆参両院で

２２０回もあります。また、首相と中谷防衛大臣の答弁が食い違う、こういうことも多々

ありました。 

 こういう中で、８月３０日には国会周辺に１２万人の大集会が開かれて、私も参加した

んですけれども、それ以後も連日国会前に多数の人が出かけていって抗議をしております。

昨日、９月１６日には３万５，０００人が集まって、これは国会周辺だけではなく、全国

で反対運動が広がっております。２，０００カ所とも３，０００カ所とも言われるところ

で、集会やパレードが行われております。こうした国民の声を無視して法案を強行採決さ

れるとすれば、民主主義の破壊ではないでしょうか。そういうことで、２つ目、ぜひ採択

をしていただきたいと思います。 

 最後に、１５日に中央公聴会が開かれまして、ただ一人公募者から選ばれましたＳＥＡ

Ｌｓという団体があるんですが、ＳＥＡＬｓというのは、自由と民主主義のための学生緊

急行動というのだそうですが、この奥田愛基さんという人、２３歳ぐらいかな、若い人で

すが、こんなことを新聞で読みました、言っていること。「政治的無関心と言われた若い

世代が動き始め、この国の民主主義のあり方、未来について、主体的に一人一人考え、立

ち上がっています。どうか政治家の先生たちも、この国民の意見を聞いてください。勇気

を振り絞り、尊い行動を行ってください」、このように訴えました。 

 明治憲法のもとでは、主権は天皇にありましたので、戦争を起こす、これは天皇であっ

たんですけれど、国民一人一人には責任がなかったわけですが、今は国民主権でございま

すので、もし戦争が起こったら、今度は私たち一人一人に責任が生じてくるのではないか

と、このようなことを考えまして、奥田さんが言われるように、一人一人主体的に考えて、

請願に賛成をしてくださることをお願いいたしまして、ちょっと長くなりましたが、意見

を言わせていただきました。どうかよろしくお願いします。 

○議長（鈴川基次君） それでは、委員長報告に対する賛成の立場で意見があれば討論を

お願いします。碓井議員。 

○３番（碓井啓介君） ３番、碓井です。 

 ちょっと、お聞きした中で、主観がどうのこうのというのがあるんで、そういうところ

は言わないようにとは思うんですけれども、実際憲法第９条ができて、その後何があった

か。竹島で日本の方が４人殺されています、韓国軍に。ＰＫＯで、カンボジアで文民警察
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官が１人殺されています。あの文民警察官が乗った車両が、あの当時、警察官は彼１人で

した。あとは全員軍人でした。基本的には、自衛官が行ったらよかったんやと思うんです

けれども、法整備云々があったんで警察官が行っていました。あの警察官が何で殺された

か。襲われたときに、ほかの軍人はみんな車から逃げました。あの警察官は車へ隠れまし

た。これは、やっぱり訓練ができているかできていないか、この差やと思います。これは

事実なんで、ここだけちょっと押さえさせていただきます。 

 それで、私は、今回の安全保障に対しては賛成の立場です。ですが、防衛と外交は国の

専権事項であるんで、とやかく中を言うことは、この場ではいたしません。そこで、今言

われているのは、この請願に対して、我が美浜町議会は、この請願を出すか出さないかと

いうところが争点やと思うんですけれども、この今回の安全保障、去年の７月１日に閣議

決定されています。その後の衆議院選挙で、公約として、自民党はこの安全保障をやって

いくと、民主党は取り下げてもらうと、こういう公約で選挙を戦っています。この選挙の

結果が今の結果です。 

 それで、日本は議会制民主主義ですよね。皆さん、もうご存じのとおり議会制民主主義

の国です。ですので、公約があって、その公約を認めて出てきた選挙結果、これに議会が

とやかく言うのは、これは自分たちのいている場所、この足元を、議会制民主主義あやふ

ややでと、俺ら、あやふやなところにいているんやでと言っているようなもんやと思うん

です。ですから、一般の方が、デモしたり、ストしたり、それは反対の立場の方もおるん

で、それはもう十分理解しますし、何ぼしてもいいとは思います。ただ、議会からこうい

う請願を議会制民主主義の末席にいる私たちがそういうのを出していくというのはいかが

なもんかと、そういう意味で、この請願に対して反対させていただきます。 

○議長（鈴川基次君） 田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 反対と賛成が交互に行われる。私、賛成でも反対でもございませ

んけれども、私の発言ができないのなら、どっちだと解釈してくださっても結構ですけれ

ども。実際問題、衆参両議院で二百何十時間審議されたと言います。確かに、こちらも申

しますように、国のことは国へ任せたらいいんじゃないかと、そういう話もございます。

しかし、請願を出す権利があり、その請願の意見としてまとめて国に送る権利というんか、

義務もある中で、それなりの判断をしなくてはいけないというのは当然のことだと思いま

す。そして、この議場にお集まりの方、皆共通して言えるのは、戦争はしたくないと。そ

の１点は、間違いないと思います。 

 その中で、国で何時間議論したかどうかは知りません。私も、この請願が出たんで、少

しパソコンで、ほんなら国家安全保障法案というものはどういうものかと開いてみました。

すごい量なんですよね。それを、委員会の中で、僕、３回開かれたんかな、最初のは、こ

れが付託されましたということも勘定したら４回になるんでしょうけれど、４回のトータ

ル時間が、多分、４時間もないと思うんです。２時間、３時間ぐらいしかしていないと思

うんです。結局、請願文書以外、何の参考資料もなしに、パソコンで開いたら、それらし
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きものが出てくる以外、何もなしです。それで、委員長と本町の、国の結論が出る前に、

やっぱり国のほうにそういう意思表示をしなくてはいけないという気持ちも理解します。

しかし、わずかその少ない時間で結論を出すということは、私には、少なくとも無理でご

ざいます。 

 ただ、皆さんが戦争はしたくないという思いで、そういう行動をとっているということ

は、双方、私は自覚しますけども、賛否には私は参加がしたくありませんので、そういう

理由で退席させていただきます。 

○議長（鈴川基次君） これで討論を終わります。 

 これから請願第３号 集団的自衛権行使にかかわる関連法案に反対を求める請願につい

てを採決します。この採決は挙手によって行います。 

 この請願に対する委員長の報告は不採択です。この請願を採択することに賛成の方は挙

手願います。 

○議員 （挙手少数） 

○議長（鈴川基次君） 挙手少数です。したがって、請願第３号 集団的自衛権行使にか

かわる関連法案に反対を求める請願については不採択とすることに決定しました。 

 しばらく休憩します。 

午前十一時五十二分休憩 

   ―――・――― 

午前十一時五十三分再開 

○議長（鈴川基次君） 再開します。 

 日程第９ 議員派遣の件についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 議員派遣の件については、地方自治法第１００条第１３項及び美浜町議会会議規則第

１２８条の規定によってお手元に配付しています議員派遣の件のとおりと決定することに

ご異議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（鈴川基次君） 異議なしと認めます。したがって、議員派遣の件についてはお手

元に配付しています議員派遣の件のとおりと決定しました。 

 しばらく休憩します。 

午前十一時五十三分休憩 

   ―――・――― 

午前十一時五十四分再開 

○議長（鈴川基次君） 再開します。 

 お諮りします。 

 ただいま各委員長から委員会の閉会中の継続審査及び調査について申出書が提出されま

した。 



平成２７年美浜町議会第３回定例会（第６日） 

 

 

 
256 

 これを日程に追加し、議題にしたいと思います。ご異議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（鈴川基次君） 異議なしと認めます。したがって、委員会の閉会中の継続審査及

び調査についてを日程に追加し、追加日程第１０として議題とすることに決定しました。 

 追加日程第１０ 委員会の閉会中の継続審査及び調査についてを議題とします。 

 各委員長から目下委員会において審査及び調査中の事件について、会議規則第７５条の

規定によって、お手元に配りました申出書のとおり、閉会中の継続審査及び調査の申し出

があります。 

 お諮りします。 

 各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査及び調査とすることにご異議ありま

せんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（鈴川基次君） 異議なしと認めます。したがって、各委員長からの申し出のとお

り、閉会中の継続審査及び調査とすることに決定しました。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 これで本日の会議を閉じます。 

 平成２７年美浜町議会第３回定例会を閉会します。 

午前十一時五十五分閉会 

 


